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6 月

定例会

千歳平幼年消防クラブ　消防操法の様子千歳平幼年消防クラブ　消防操法の様子

◆６月定例会のあらまし　　
◆村の考えを問う
　一般質問に４人の議員が登壇

◆ 9 月定例会の予定など　
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6 月定例会のあらまし6 月定例会のあらまし6 月定例会のあらまし6 月定例会のあらまし

令和７年６月定例会の主な一般会計補正予算内訳令和７年６月定例会の主な一般会計補正予算内訳

一
般
会
計
６
︐
５
０
０
万
円
増
額
、

一
般
会
計
６
︐
５
０
０
万
円
増
額
、

　
　
　
　
１
５
０
億
５
︐
５
０
０
万
円
へ
！

　
　
　
　
１
５
０
億
５
︐
５
０
０
万
円
へ
！

　

令
和
７
年
６
月
定
例
会
は
、
６

月
６
日
か
ら
12
日
ま
で
の
７
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
日
に
は
、
一
般
質
問
が
行
わ

れ
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し

た
。（
質
問
の
内
容
は
Ｐ
４
～
Ｐ

８
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

ま
た
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
議
案
９
件
、
承
認
16
件
、
報
告

16
件
、
教
育
委
員
会
委
員
の
同
意

１
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

※１　収益的支出…固定資産の維持管理または破損個所の現状回復に要する支出のこと

令和7年　6月補正予算の状況
（単位：千円）

会 計 名 補 正 前 補 正 額 補 正 後

一 般 会 計 15,089,769 64,799 15,154,568

国民健康保険特別会計
　　　　　　　　（事業勘定） 957,732 1,604 959,336

後期高齢者医療特別会計 130,435 2,010 128,425

国民健康保険特別会計
　　　　　（千歳平施設勘定） 131,353 △ 321 131,032

介 護 保 険 特 別 会 計
　　　　　　（保険事業勘定） 1,140,848 △ 243 1,140,605

水 道 事 業 会 計 ※１ 336,287 △ 7,654 328,633

農業集落排水事業会計 ※１ 555,255 △ 1,643 553,612

下 水 道 事 業 会 計 ※１ 676,383 8,033 684,416

工業用水道事業会計 ※１ 24,511 79 24,590

地域防災組織育成助成事業地域防災組織育成助成事業
事業内容　
　一定地域の住民が当該地域を災害
から守るために自主的に結成した組
織又はその連合体が行う地域の防災
活動に直接必要な設備等の支援をす
る。

財源：コミュニティ助成事業
　　（一財）自治総合センター
補助対象者：二又自主防災会
事業費：2,000 千円
内容：投光器ほか防災資機材の整備

J-ALERT受信機更新事業J-ALERT受信機更新事業
事業内容
　全国瞬時警報システムについて、
令和８年度に消防庁で実施するシス
テム更改に対応できるよう、運用に
必要な受信機、無停電電源装置を更
新する。

財源：地方債
　　（緊急防災・減災事業債）
事業費：4,937 万円

野菜等産地力強化支援事業費野菜等産地力強化支援事業費
補助事業補助事業

事業内容
　野菜及び花きの生産者の所得向上
及び産地の競争力の向上を図るため
に、省力化に必要な機械の導入や施
設整備に要する経費の一部を助成す
る。

財源：県支出金
　　（青森県野菜等産地力強化支援
　　　事業費補助金）
補助対象者：農業者
補助金交付額：大根仕分け機
１台：2,000 千円× 1/4 ＝ 500 千円

農道整備事業農道整備事業
事業内容
　農産物運搬時の荷痛み防止等、農
業者の作業改善のため、未舗装の農
道を整備する。

財源：一般財源
事業費：34,452 千円人　事　案　件

同意第１号「六ヶ所村教育委員会委員の任命について

橋本　聖一（はしもと　せいいち）氏
を教育委員会委員として、同意することに決定しました。

（任期：令和７年 9月 12日から　令和 11年 9月 11日まで）
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一般質問とは？一般質問とは？
※定例会において、議員が村の施策の状況や方針などについて、※定例会において、議員が村の施策の状況や方針などについて、
報告や説明を求めたり、質問すること。報告や説明を求めたり、質問すること。

村政を問う村政を問う
　『一般質問』　『一般質問』

　6 月定例会では、４人の議員が一般質問を行い、活発な議論を展開しました。
一般質問の詳細や、再質問、掲載されていないものについては、ＨＰより議事録をご確認くだ
さい。

議員（質問順） 件　　　　　名

髙
た か だ

田　翔
しょう

　議員
１. 共創会議交付金の用途及び子育て世帯への物価高騰対策に

ついて

２. 今年度の獣害・不快害虫対策について

附
つ く だ

田　角
かくえい

栄　議員 　 上水道の水質について

寺
てらした

下　和
かずみつ

光　議員

１. 尾駮小学校グラウンドの全面改修及び第一中学校グラウン
ド改修について

２. 行財政改革について

３. 農水産物加工施設の検討状況について

４. 第一中学校西側のスクールバス車庫付近の出入口の新設と
横断歩道の新設について

５. 海外返還高レベル放射性廃棄物について

髙
たかはし

橋　文
ふ み お

雄　議員

１. 大石総合運動公園の施設改修について

２. 庁舎建設と中学校建設の時期について

３. 農道整備について

問
本
村
に
交
付
さ
れ
る

「
共
創
会
議
交
付
金
」

の
明
確
な
金
額
と
令
和
７
年

６
月
現
在
に
予
定
し
て
い
る

当
該
交
付
金
の
利
活
用
事
業

を
お
示
し
願
い
た
い
。

答
県
へ
の
交
付
金
総
額
を

40
億
円
と
し
た
場
合
、

村
へ
の
交
付
額
は
令
和
７
年

度
か
ら
令
和
12
年
度
ま
で
の

６
年
間
で
約
６
億
６
千
万

円
、
１
年
当
た
り
約
１
億
円

の
見
込
み
で
あ
る
。

　
　
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
令

和
８
年
度
、
９
年
度
に
実
施

予
定
の
「
津
波
避
難
目
標
地

点
標
識
等
整
備
事
業
」
の
一

部
に
充
当
す
る
予
定
で
あ

る
。

問
前
回
の
一
般
質
問
に
て

提
案
し
た
、「
令
和
６

年
度
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品

等
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付

金
事
業
」で
、対
象
外
と
な
っ

た
こ
ど
も
た
ち
へ
、
一
人

２
万
円
の
支
給
は
、「
本
村

の
支
援
事
業
は
十
分
で
あ

り
、
ま
た
、
予
算
の
都
合
上

難
し
い
。」と
の
答
弁
で
あ
っ

た
が
、
当
該
交
付
金
の
一
部

を
充
当
し
支
援
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答
対
象
事
業
に
つ
い
て
県

へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

住
民
へ
の
家
計
費
補
助
に
つ

い
て
は
交
付
対
象
と
し
な
い

と
の
こ
と
で
、
ご
提
案
の
事

業
へ
の
充
当
は
で
き
な
い
。

髙
た か だ

田　翔
しょう

 議員

問
イ
ノ
シ
シ
や
ク
マ
の
目

撃
情
報
及
び
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

答
農
作
物
等
へ
の
被
害
や

住
民
に
危
害
を
加
え
る

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
地
の
確
認
を
し
、
必
要
に

応
じ
、
猟
友
会
に
捕
獲
用
の

檻
等
の
設
置
を
依
頼
し
、
広

報
等
を
通
じ
て
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
く
。

　
　
ま
た
、
今
年
度
、
ク
マ
の

目
撃
情
報
は
１
件
で
あ
る
。

今
後
も
、
ク
マ
の
目
撃
情
報

が
寄
せ
ら
れ
た
際
に
は
、
村

の
「
ク
マ
等
出
没
時
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
き
、

策
を
講
じ
て
い
く
。

　「共創会議交付金」の利活用事業は
　令和８年度、９年度に実施予定の「津波避難目
標地点標識等整備事業」の一部に充当する予定で
ある。　　　　　　　　　　　　　　　―　村長

　
イ
ノ
シ
シ
や
ク
マ
な
ど
の
獣
害
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
い
る
の
か

　
農
作
物
等
へ
の
被
害
や
住
民
に
危
害
を
加
え
る
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
地
の
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
、

猟
友
会
に
捕
獲
用
の
檻
等
の
設
置
を
依
頼
す
る
と
と
も

に
、
広
報
等
を
通
じ
て
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
く
。

―
　
村
長

問
毒
を
持
ち
、
刺
さ
れ
た

ら
人
間
の
体
調
に
も
影

響
が
出
る
種
類
の
カ
メ
ム
シ

が
本
村
に
お
い
て
も
増
加
し

て
い
る
。

　
　
以
前
、
ア
ナ
グ
マ
や
ア
ラ

イ
グ
マ
の
注
意
喚
起
を
し
た

よ
う
に
Ｈ
Ｐ
や
ポ
ス
タ
ー
等

で
村
民
へ
周
知
で
き
な
い

か
。

答
県
環
境
生
活
部
及
び
上

十
三
保
健
所
に
問
い
合

わ
せ
し
た
と
こ
ろ
、
村
内
に

お
け
る
生
息
状
況
に
つ
い
て

は
、
把
握
し
て
い
る
情
報
は

な
く
、　

村
に
お
い
て
も
、

現
在
、
当
該
カ
メ
ム
シ
の
情

報
は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い

が
、
今
後
「
人
の
健
康
を
損

な
う
よ
う
な
害
虫
」
が
、
大

量
発
生
す
る
状
況
と
な
っ
た

場
合
に
は
、
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
く
。

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
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　水道等の水質について、全国調査した際に、
PFAS等の化学物資の数値はどうであったか
　検査の結果については、いずれも検出されてお
らず、この結果を国に報告している。

―　村長

問
水
道
水
の
水
質
検
査

は
、
水
道
法
第
20
条
の

規
定
に
よ
り
、
定
期
的
ま
た

は
臨
時
に
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
年
間
の
検
査
実

施
数
、
取
水
場
及
び
配
水
池

施
設
の
拠
点
場
所
の
箇
所
数

並
び
に
施
設
概
要
を
ご
教
示

願
い
た
い
。　

答
水
道
法
に
基
づ
き
、
検

査
項
目
、
頻
度
及
び
採

水
箇
所
等
を
定
め
た
水
質
検

査
計
画
を
、毎
年
度
策
定
し
、

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
年
間

延
べ
１
１
６
検
体
を
専
門
業

者
に
依
頼
し
て
検
査
し
て
い

る
。

答
こ
の
５
地
区
の
取
水
場

の
井
戸
か
ら
く
み
上
げ

た
地
下
水
を
各
地
区
に
あ
る

浄
水
場
に
お
い
て
浄
水
処
理

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
水
池
よ

り
配
水
し
て
い
る
。

附
つ く だ

田　角
か く え い

栄 議員

問
水
道
等
の
水
質
に
つ
い

て
、
全
国
調
査
し
た
際

に
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
等
の
化
学
物

資
の
数
値
は
ど
う
で
あ
っ
た

か
。

答
村
で
は
、
ご
指
摘
の
化

学
物
質
が
、
水
道
法
上

の
水
質
基
準
に
係
る
検
査
等

に
準
じ
た
検
査
を
必
要
と
さ

れ
る
「
水
質
管
理
目
標
設
定

項
目
」
に
指
定
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、令
和
３
年
度
か
ら
、

全
地
区
の
取
水
場
10
か
所
の

水
を
、
年
に
１
回
、
自
主
的

に
検
査
を
実
施
し
た
が
、
い

ず
れ
も
検
出
さ
れ
て
お
ら

ず
、
こ
の
結
果
を
国
に
報
告

し
て
い
る
。

問
水
源
地
を
万
が
一
の
汚

染
等
か
ら
守
る
た
め
、

当
該
周
辺
を
含
む
土
地
利
用

等
の
状
況
把
握
を
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
水
源
地
周
辺
の

土
地
取
得
制
限
な
ど
法
律
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

答
村
で
は
、
毎
週
、 

職
員

に
よ
る
施
設
の
パ
ト

ロ
ー
ル
等
を
実
施
し
て
お

り
、
水
源
地
周
辺
を
含
め
た

施
設
の
状
況
把
握
に
努
め
て

い
る
。

　
　
ま
た
、
水
源
地
周
辺
の
土

地
取
得
に
つ
い
て
、
直
接
的

に
制
限
を
し
て
い
る
法
律
は

無
い
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

　
　
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て

も
、
水
道
水
は
、
日
常
生
活

に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、

安
全
で
安
心
な
水
道
水
の
供

給
に
努
め
て
い
く
。

地区名 数 備　考

泊 ２か所 浅井戸
　地下約８ｍから地下水をくみ上げ

二又、富ノ沢 ４か所

深井戸
　地下約 100 ｍから地下水をくみ上げ

千歳 １か所
中志 １か所
平沼 ２か所

取水場の概要取水場の概要
寺
て ら し た

下　和
かずみつ

光 議員

問
尾
駮
小
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
、
小
さ
な
石
に

交
じ
り
数
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

も
あ
る
丸
み
を
帯
び
た
石
が

散
乱
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
児
童
及
び
教
職
員
の
安

全
確
保
を
図
る
た
め
に
早
急

な
改
修
を
行
う
べ
き
。

答
グ
ラ
ウ
ン
ド
表
層
の
劣

化
及
び
雨
水
に
よ
る
浸

食
が
進
み
、
大
小
の
石
が
地

表
に
現
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
の
転
圧
に
加
え
、
表
土
の

補
充
等
も
見
込
ん
だ
改
修
が

必
要
な
状
況
で
あ
る
と
受
け

止
め
、
国
の
交
付
金
等
を
活

用
し
、
全
面
的
に
改
修
し
て

い
く
。

問
泊
漁
協
に
お
い
て
は
、

水
揚
げ
さ
れ
る
う
に
を

「
泊
う
に
」
と
し
て
ブ
ラ
ン

ド
化
を
目
指
し
た
い
と
の
意

向
を
示
し
、
更
に
は
、
陸
上

養
殖
の
マ
ツ
カ
ワ
や
本
村
の

特
産
物
で
あ
る
な
が
い
も
や

尾
駮
に
し
ん
も
含
め
、
農
水

産
物
の
生
産
・
販
売
を
視
野

に
、
具
体
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
い
か

が
か
。

答
「
泊
う
に
」
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
目
指
し
、
商
品

開
発
に
取
り
組
ん
で
お

り
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
の
ぼ
り
、

Ｈ
Ｐ
の
作
成
や
、
昨
年
９
月

に
行
っ
た
商
標
登
録
に
要
す

る
費
用
等
を
村
独
自
で
支
援

し
て
い
る
。

　
　
今
後
、本
格
的
に
始
動
し
、

規
模
拡
大
等
に
伴
う
支
援
等

が
必
要
な
場
合
は
、
検
討
し

た
い
。

　尾駮小学校のグラウンドを児童及び教職員の安
全確保を図るために早急な改修を行うべき
　国の交付金等を活用し、全面的に改修する。

―　村長

　
農
水
産
物
加
工
施
設
の
整
備
に
係
る
検
討
状
況
に
つ

い
て

　
生
産
者
や
関
係
団
体
等
の
意
向
を
踏
ま
え
、
必
要
な

支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

―
　
村
長

　海外返還高レベル放射性廃棄物ガラス固化体を受
け入れ30年が経過したことから、表面温度や放射
線量が計画どおりに冷却・減衰しているのかの報告
を、安全協定書第11条第１項第６号の規定に基づ
き、村として求めるべきはないか。
　提言の内容が、安全協定の規定による「必要と認
める事項」に該当するか、今後青森県と協議してま
いりたい。　　　　　　　　　　　　　　―　村長

マツカワの養殖状況マツカワの養殖状況

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

※有機フッ素化合物（PFAS）の一
種 PFOS、PFOA とは

　2000 年代はじめ頃まで、様々な
工業用途に使われていたが、2009
年以降、環境中での残留性や健康影
響の件から国際的に規制が進み、現
在、日本を含む多くの国で製造・輸
入等が禁止となっている。

「泊うに」ポスター「泊うに」ポスター
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髙
たかは し

橋　文
ふ み お

雄 議員

　大石総合運動公園設置から約40年が経過し、
施設の改修については
　大石総合運動公園の改修等は、長寿命化計画に
基づき、かつ、予算の状況を踏まえながら計画的
に行っていく。　　　　　　　　―　村長

問
総
合
体
育
館
は
、
築
後

42
年
が
経
過
し
老
朽
化

が
目
立
つ
が
建
て
替
え
等
の

計
画
は
あ
る
か
。

答
躯
体
自
体
が
健
全
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
改
修
を

実
施
し
な
が
ら
維
持
す
る
方

針
と
し
て
い
る
た
め
、
建
て

替
え
等
の
計
画
は
な
い
。

　
な
お
、
改
修
の
時
期
は
、
令

和
９
年
度
を
予
定
し
て
い

る
。

問
水
泳
プ
ー
ル
に
つ
い

て
、
解
体
の
方
針
で
あ

る
と
聞
い
て
い
る
が
そ
の
方

針
に
変
わ
り
は
な
い
か
。
変

わ
り
が
な
い
と
す
れ
ば
そ
の

解
体
時
期
は
い
つ
か
。

答
同
施
設
を
解
体
す
る
方

針
に
変
更
は
な
く
、
令

和
10
年
度
に
解
体
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

問
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ
い

て
、
利
用
状
況
は
ど
れ

く
ら
い
あ
る
の
か
。
利
用
の

状
況
に
よ
っ
て
移
設
、
撤
去

も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
と
思

う
が
い
か
が
か
。

答
過
去
３
年
間
の
利
用
実

績
で
は
、
１
年
間
で
約

７
０
０
人
が
利
用
し
て
お

り
、
今
後
も
一
定
の
利
用
が

見
込
ま
れ
、
か
つ
施
設
も
健

全
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
補
修

を
し
な
が
ら
維
持
し
て
い
く

方
針
と
し
て
い
る
。

問
建
設
の
同
時
進
行
は
、

厳
し
い
と
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
中
学
校
の
建
設
を

優
先
し
、
庁
舎
建
設
を
先
送

り
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
現
庁
舎
は
、
供
用
開
始

か
ら
50
年
が
経
過
し
て

お
り
、
令
和
３
年
に
公
表
さ

れ
た
「
津
波
浸
水
想
定
」
で

は
、
現
庁
舎
区
域
一
帯
が
津

波
浸
水
エ
リ
ア
に
指
定
さ
れ

た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏

ま
え
、
頻
発
す
る
大
規
模
災

害
に
加
え
、
本
村
で
は
間
近

に
控
え
た
再
処
理
工
場
の

し
ゅ
ん
工
な
ど
を
考
慮
し
、

あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
応
で
き

る
庁
舎
を
目
指
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
、
村
民
の
安
全
・
安

心
の
観
点
か
ら
も
一
日
も
早

い
新
築
移
転
を
目
指
す
。

　
財
政
的
に
余
裕
の
な
い
中
で
、
役
場
庁
舎
と
中
学
校

建
設
の
同
時
進
行
は
、
厳
し
い
こ
と
か
ら
中
学
校
建
設

を
優
先
し
、役
場
庁
舎
を
先
送
り
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
両
方
先
送
り
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
た
め
、「
基
金

の
積
立
」
や
「
国
・
県
か
ら
の
交
付
金
や
補
助
金
」
を

最
大
限
活
用
し
、
次
世
代
へ
の
負
担
を
軽
減
し
実
施
し

て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
　
村
長

　
　

一
方
、
統
合
中
学
校
は
、

少
子
化
に
よ
る
生
徒
数
の
減

少
や
第
一
中
学
校
の
老
朽
化

に
よ
り
、
先
送
り
で
き
な
い

課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て

お
り
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る

教
育
施
設
の
構
築
は
、
本
村

に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
も

あ
る
。

　
　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

新
庁
舎
及
び
統
合
中
学
校
の

建
設
は
、
現
時
点
で
計
画
し

て
い
る
供
用
開
始
に
向
け

て
、
様
々
な
課
題
を
解
決
し

な
が
ら
、
着
実
に
進
め
て
い

く
。

　
　
な
お
、
建
設
に
必
要
と
な

る
財
源
は
、「
基
金
の
積
立
」

や
「
国
・
県
か
ら
の
交
付
金

や
補
助
金
」
を
最
大
限
活
用

し
、
次
世
代
へ
の
負
担
を
極

力
軽
減
す
る
。

一 般 質 問一 般 質 問

6 月定例会での各委員会の開催状況をお知らせいたします。

総務教育常任委員会

委 員 会 レ ポ ー ト委 員 会 レ ポ ー ト

産業福祉常任委員会

◆国道・県道の整備進捗状況について説明を受けた！◆国道・県道の整備進捗状況について説明を受けた！
[ 案　　件 ]国道・県道整備に係る進捗状況等について

⇒担当課からは、県道泊陸奥横浜停車場線、県道東北横浜線バイパス（戸鎖地区）、国道394号視距改良事業（中志工区）

のそれぞれの整備計画及び国道・県道に係る今年度の舗装補修等について説明がありました。

[委員意見 ]

・二又地区の県道横浜六ヶ所線の急勾配箇所の視距改良についても引き続き青森県に対し要望すべき。

・石川地区の六ヶ所対空射撃場管理隊廠舎付近の国道 338 号沿いの伐採が行われたことから、防雪柵の設置につい

て要望すべき。

◆新むつ小川原株式会社、電気事業連合会への要望活動を実施決定！◆新むつ小川原株式会社、電気事業連合会への要望活動を実施決定！
[ 案　　件 ]関係機関に対する要望について

⇒要望項目と要望活動について審議し、７月 28 日に、新むつ小川原株式会社及び電気事業連合会に対し、要望活

動を行うこととしました。

◆統合中学校、候補地を第一中学校敷地内・大石総合運動公園内に！◆統合中学校、候補地を第一中学校敷地内・大石総合運動公園内に！
[ 案　　件 ]六ヶ所村統合中学校基本構想・基本計画の概要及び今後のスケジュール

⇒候補地として第一中学校敷地内、大石総合運動公園内、鷹架地区六旬館周辺があげられ、それぞれ通学時間や周

辺環境などを考慮し、採点した配置比較検討結果について説明があり、教育委員会としては、第一中学校敷地内、

大石総合運動公園内で検討していきたい旨の説明がありました。

[委員意見 ]

・令和 12 年度の開校を踏まえ、在校生の保護者だけでなく、幅広くアンケートを取るべき。

・統合中学校の検討に当たり、六戸学園のような小中一貫校も同時に検討するべきではないか。

◆防衛省への要望活動を実施決定！◆防衛省への要望活動を実施決定！
[ 案　　件 ]防衛省に対する要望活動について

⇒要望項目と要望活動について審議し、８月６日から８月７日にかけて、東北防衛局及び防衛省に対し、要望活動

を行うこととしました。

[委員意見 ]

・飛行場の騒音評価方法ではなく、射爆撃場に特化した独自の騒音評価方法を策定することを強く要望すべき。

・F-16 戦闘機から F-35A 戦闘機への態勢更新及び機体数の増加により、騒音レベルが上がることが懸念されるため、

その部分も強く要望すべき。

・戦闘機だけでなく、オスプレイの飛行による振動や騒音についても顕著であることから、その対応についても要

望すべき。

解体予定のプール解体予定のプール

むつ小川原エネルギー対策特別委員会

◆第７次エネルギー基本計画について説明を受けた！◆第７次エネルギー基本計画について説明を受けた！
[ 案　　件 ]第７次エネルギー基本計画の概要について

⇒経済産業省資源エネルギー庁の職員より、当該計画について、

原子力政策、核燃料サイクル政策、最終処分など項目別に説明

を受けた。

　特に、原子力発電を安定的に利用するうえで、関係自治体や国

際社会の理解を得つつ、引き続き、核燃料サイクルを推進する

ことが重要であるとのこと。

　また、六ヶ所再処理工場と MOX 工場の竣工は、必ず成し遂げる

べき重要課題であり、官民一体で責任を持って取り組むとの説

明を受けた。
経済産業省資源エネルギー庁職員経済産業省資源エネルギー庁職員

より説明を受ける様子。より説明を受ける様子。
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行 政 視 察 対 応行 政 視 察 対 応臨時会、議員研修臨時会、議員研修

令和７年第４回六ヶ所村議会臨時会
　去る７月４日（金）に令和７年第４回六ヶ所村議会臨時会が開催されました。
下記議案について原案どおり可決されました。

議 案 名 議 案 概 要 賛否

特別職の職員で非常勤のものの報酬
及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例について

国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律の改正を踏ま
え、開票管理者等の報酬額を改めるため、提案するものである。 

原
　
案
　
可
　
決

平沼高瀬川線舗装補修工事請負契約
の締結について 契約金額：80,080,000 円　舗装補修工事　Ｌ＝ 623.0 ｍ

尾駮中央２号線交差点改良工事請負
契約の締結について 契約金額：147,950,000 円　道路改良工　Ｌ＝ 455.8 ｍ

防火水槽設置工事請負契約の締結に
ついて 契約金額：65,450,000 円　防火水槽　100㎥級　１基

陸上競技場改修工事請負契約の締結
について

契約金額：314,160,000 円
ウレタン舗装工　Ａ＝ 6,845.0㎡

第三球場管理棟建築工事請負契約の
締結について

契約金額：89,980,000 円
鉄筋コンクリート造平屋建　Ａ＝ 196.28㎡

老人福祉センター防音機能復旧工事
請負契約の締結について

契約金額：140,360,000 円　エアコン設置　室内機　23 台、
室外機　15 台、全熱交換器　13 台

泊小学校空気調和設備等改修工事請
負契約の締結について

契約金額：267,300,000 円　エアコン設置　室内機　27 台、
室外機　７台、全熱交換器　22 台

スクールバス購入契約の締結につい
て 契約金額：38,390,000 円　スクールバス　１台

酪農振興センター農業用車両購入契
約の締結について 契約金額：19,624,000 円　ホイールローダー　２台

福島県 飯舘村議会　行政視察対応
　去る５月 22 日、福島県飯舘村議会から 10 名の議員が来村しました。
　今回の視察は、同村で計画されている風力発電事業に係る各種課題への対応のため、本村の取組を調査する
ことを目的として行われました。
　飯舘村議会議員からは、風力発電事業に関する生活環境等への影響と住民の理解、地域支援や安全対策など、
風力発電事業に関する多くの質問が相次ぎ、様々な視点から活発な意見交換が行われました。
　我々が将来にわたり豊かで安定した暮らしを維持していくためには、エネルギーの安定供給が必須であり、
風力や太陽光発電などの脱炭素電源の確保が不可欠であると考えます。
　本議会としても、今回の飯舘村議会との意見交換を通じて得られた貴重な視点を今後の議会活動に反映させ
るべく引き続き取り組んでまいります。

挨拶をする議長の様子挨拶をする議長の様子 意見交換会の様子意見交換会の様子

福井県 高浜町議会議会　行政視察対応
　去る６月 26 日、福井県高浜町議会から 14 名の議員が来村しました。
　今回の視察は、原子力関連施設の立地、人口や予算規模など、共通点が多い本村とこれらに関する諸課題に
ついて、意見交換することを目的として行われました。
　高浜町議会議員からは、国の核燃料サイクル政策や再処理工場の操業延期に対する対応状況、人口減少問題、
議会としての原子力施設への関与の在り方など多岐にわたる分野から多くの質問があり、多角的な視点から活
発な意見交換が行われました。
　原子力施設を抱える地方公共団体とその議会は、安全・安心を第一義としつつ、地域振興との両立を図って
いきたいという思いは、共通であると考えております。
　本議会としても、今回の高浜町議会との意見交換を通じて得られた貴重な視点を今後の議会活動に反映させ
るべく引き続き取り組んでまいります。

挨拶をする議長の様子挨拶をする議長の様子 意見交換会の様子意見交換会の様子

横浜町・東通村・野辺地町・六ヶ所村議会議員研修会
　去る７月１７（木）に東通村尻屋崎灯台において、４町村議会議員研修会が開催され、本村議会議員も参加
しました。
　尻屋崎灯台は、明治９年に初点灯した国内有数の歴史ある灯台で、現在は国の重要文化財にも指定されてお
り、レンガ造りでは、日本一高い灯台であるとのことでした。
　施設の維持管理や観光地しての取組について、現地関係者より詳しい説明を受け、地域の歴史を未来へつな
ぐ取り組みの大切さを改めて実感した意義深い視察でした。
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ト ピ ッ ク スト ピ ッ ク ス

…
…
編
集
後
記
…
…

　
議
会
だ
よ
り
第
73
号
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。 

　
本
号
で
は
６
月
定
例
会
の
内
容
や

一
般
質
問
の
様
子
を
中
心
に
お
届
け

し
ま
し
た
。　

　
ま
た
、
記
事
で
も
触
れ
て
い
ま
す

が
、
本
号
の
編
集
期
間
中
に
飯
舘
村

議
会
及
び
高
浜
町
議
会
の
皆
様
が
視

察
に
来
ら
れ
、
意
見
交
換
を
行
う
貴

重
な
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
会
活
動
を
通
じ
て
よ
り
多
く
の

地
域
と
つ
な
が
り
、
学
び
合
い
な
が

ら
前
進
し
て
い
け
る
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
猛
暑
が
続
く
厳
し
い

夏
で
し
た
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
秋

の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
季
節
の
変
わ
り
目
に
体
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令和７年第５回六ヶ所村議会定例会会期日程（案）
日　程 月　日（曜日） 区　　　分 会　議　内　容

第１日目 ９月５日（金） 本会議（午前 10 時） 開会、提出議案上程・説明、委員会付託、特別委員会※

第２日目 ９月６日（土） 休 日 休 会

第３日目 ９月７日（日） 休 日 休 会

第４日目 ９月８日（月） 本会議（午前 10 時） 一般質問

第５日目 ９月９日（火） 休 　 　 会 常任委員会※

第６日目 ９月10日（水） 本会議（午前 10 時） 決算審議、議案審議

第７日目 ９月11日（木） 本会議（午前 10 時） 議案審議、委員長報告、閉会

※　各委員会の開催時間等は、決まり次第 HP でお知らせいたします。　【議会の日程は変更されることがあります】

　議会を監視するのは『あなた』です。６月定例会の傍聴人は 35 人でした。あなたも議会を傍聴して
みませんか？傍聴は村政を知る良い機会です。
　定例会は、３月、６月、９月、12 月の年４回開催されます。臨時会は必要に応じて開催されます。
詳しくは議会事務局７２－８１２１へお尋ねください。

議会傍聴議会傍聴

議 会 を 傍 聴 し て み ま せ ん か ？議 会 を 傍 聴 し て み ま せ ん か ？

県下町村議会議員研修会に参加しました！

　去る７月１０日（木）にホテル青森（青森市）において、
県下町村議会議員研修会が開催され、本村議会議員も参加し
ました。
　研修会では、参議院議員通常選挙後の政局について、政治
アナリストの伊藤淳夫氏が、自身の経験や見解をもとに様々
な知見についてご講演されました。本村議会議員は、貴重な
講演に耳を傾けていました。

■講演・・・「今後の政局・政治展望」
　　　　　　～どうなる参院選、どうする石破政権～

■講師・・・政治アナリスト　伊藤　惇夫　氏


